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苗
場
山
麓
の
開
発

　
　
　
　
　
　
夢
の
段
階
か
ら
実
現
の
段
階
へ

　
苗
場
山
麓
開
発
の
大
構
想
が
、
夢
』
調
査
の
一
貫
と
し
て
、
国
の
調
査
費

物
語
り
の
よ
う
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
｝
が
つ
き
、
四
十
三
年
に
は
、
苗
場
山

は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
で
あ
っ
　
麓
総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

た
。
そ
の
後
、
急
速
に
話
が
具
体
化
て
、
一
本
の
柱
が
立
て
ら
れ
、
今
年

し
、
四
十
二
年
に
は
、
信
濃
川
水
系
．
で
調
査
三
年
目
に
入
っ
た
訳
で
あ

る
。　
調
査
は
、
今
後
二
年
間
続
け
ら

れ
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
、
い
よ
い

よ
開
発
に
着
手
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
た
め
、
今
年
中
に
用

地
調
査
、
四
十
五
年
に
土
地
の
権
利

調
整
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
元
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
国
に
お
い
て
調
査
計
画
を

行
な
い
、
土
地
改
良
法
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
亭
業
に
参
加

で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
、
増
反

に
よ
る
経
営
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
、
地
元
の
既
存
農
業
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
業
で
国
は
、
原
則

と
し
て
道
水
路
敷
用
地
の
ほ
か
は
、

用
地
取
得
を
行
な
わ
な
い
の
で
、
参

加
者
が
必
要
な
用
地
は
、
自
己
調
達

と
な
る
。

　
工
事
の
施
行
は
、
道
水
路
等
の
基

幹
工
事
、
開
墾
、
土
壌
改
良
に
至
る

ま
で
、
農
地
の
造
成
に
か
か
る
工
事

は
、
国
が
一
貫
し
て
施
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
事
業

の
制
度
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　
さ
て
、
し
か
ら
ば
苗
場
山
麓
開
発

構
想
と
は
、
一
体
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
既
に
去
る
四
十
二
年
八
月
、
本

紙
に
そ
の
概
要
を
掲
載
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
本
事
業
の
中
心
的
位
置
に

あ
る
村
民
各
位
か
ら
、
内
容
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
こ
の
亭
業
が
、
こ
の
地
域
の
最

後
の
大
き
な
開
発
に
な
る
で
あ
ろ
う

こ
と
等
と
、
考
え
あ
わ
せ
、
十
二
分

の
姿
勢
で
取
組
み
、
将
来
に
悔
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

開
発
の
構
想

　
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
農
用
地
と

し
て
開
発
可
能
な
面
積
は
、
一
万
六

千
町
歩
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
早
期

着
工
を
図
る
た
め
、
ま
す
約
五
千
町

歩
の
国
地
に
つ
い
て
、
開
発
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
．

　
こ
の
事
業
は
、
開
拓
に
よ
る
農
用

地
造
成
二
千
五
百
町
歩
と
、
土
地
改

良
事
業
二
千
九
百
町
歩
を
合
わ
せ
た

総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
あ

り
、
主
軸
と
す
る
水
田
の
経
営
規
模

を
拡
大
し
、
こ
れ
に
畜
産
、
養
蚕
、

疏
菜
、
工
芸
作
物
等
を
加
え
た
複
合

経
営
に
よ
っ
て
、
地
域
農
業
の
近
代

化
と
、
所
得
水
準
の
向
上
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

土
地
利
用
計

画
①
〈
水
田
〉
標
高
五
百
層
以
下
で
、

傾
斜
の
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
地
域

（
傾
斜
度
三
5
六
度
）
に
、
大
、
中

型
機
械
を
導
入
可
能
な
圃
場
を
造
成

す
る
。

②
〈
畑
〉
標
高
五
百
層
以
下
で
、
水

田
を
造
成
し
な
い
地
域
お
よ
び
、
標

高
五
百
麿
以
上
の
地
域
に
、
疏
菜

（
加
工
用
ト
マ
ト
、
大
根
等
）
、
工

芸
作
物
（
タ
バ
コ
、
ホ
ッ
ブ
等
）
を

導
入
し
、
畑
地
潅
概
を
行
な
う
。

③
〈
畜
産
〉
放
牧
場
の
設
置
拘
よ

び
、
飼
料
畑
の
造
成
を
行
な
う
．

④
〈
樹
園
地
〉
桑
を
主
体
と
し
、
果

樹
を
一
部
植
栽
す
る
。

営
農
計
画

　
農
業
所
得
の
目
標
を
、
他
産
業
従

事
者
と
均
衡
す
る
水
準
と
す
る
た
め

に
、
水
田
の
規
模
を
現
状
の
五
反
程

度
か
ら
、
一
町
歩
程
度
に
拡
大
し
、

さ
ら
に
酪
農
、
養
蚕
、
工
芸
作
物
を

加
え
た
複
合
経
営
と
す
る
。

　
な
お
、
営
農
技
術
に
つ
い
て
は
、

現
在
可
能
な
限
り
の
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
と
し
、
営
農
に
必
要
な
機

械
お
よ
び
営
農
施
設
は
、
つ
と
め
て

共
同
利
用
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

用
水
路
・
道

路
計
画

　
用
水
は
、
総
必
要
水
量
約
五
千
万

屯
を
、
新
た
に
建
設
す
る
貯
水
池
に

依
存
し
、
約
六
十
～
桝
の
幹
線
、
．
支

線
水
路
を
建
設
し
て
、
新
規
の
水
田

お
よ
び
、
既
成
田
に
潅
概
す
る
。
こ

の
開
発
に
使
用
す
る
潅
概
用
水
は
、

清
津
川
か
ら
取
水
す
る
万
針
を
固
め

た
模
様
で
あ
る
が
、
羊
の
結
果
は
、

清
津
川
上
流
、
麗
飛
橋
附
近
に
多
目

的
ダ
ム
を
建
設
し
、
開
発
地
域
ヘ
ト

ン
ネ
ル
で
導
水
す
る
線
で
、
具
体
的

な
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
排
水
は
、
各
段
丘
地
区
ご
と
に
残

水
を
集
水
し
、
約
四
十
♂
層
の
排
水

路
を
新
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
河
川

に
排
水
す
る
．

　
道
路
は
、
約
六
十
～
層
を
建
設
し

既
設
の
道
路
と
連
絡
し
、
田
、
畑
、

樹
園
地
に
生
産
資
材
、
生
産
物
の
搬

出
入
、
あ
る
い
は
通
耕
水
管
理
が
合

理
的
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
．
こ
の

よ
う
な
水
路
や
道
路
は
、
近
代
的
な

耕
作
機
械
の
運
転
や
調
整
、
貯
蔵
、

流
通
施
設
の
配
置
を
考
え
て
、
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
里
村
で
は
、
現
在
、
清
津
川
右

岸
段
丘
地
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が

着
女
と
進
行
し
、
す
で
に
一
部
は
美

田
と
な
っ
て
、
豊
か
な
収
穫
の
秋
を

む
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
大
規
模
な
構
想
で
あ
り
、
夢
で
あ

っ
た
苗
場
山
麓
総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ

ト
亭
業
が
実
現
す
れ
ぱ
、
そ
れ
こ

そ
，
農
業
の
飛
躍
的
な
発
展
と
な
る

訳
で
あ
る
。
土
地
基
盤
を
整
備
し
、

生
産
の
増
大
と
、
合
理
的
な
経
営
を

確
立
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
大
亭

藁
に
、
村
民
各
位
の
深
い
関
心
と
理

解
を
望
む
も
の
で
あ
る
．
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国
内
産
玄
米
の

　
　
　
　
検
査
規
格

　
農
産
物
規
格
の
一
部
改
正
が
行
な

わ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
検
査
規
格
（
従
来
と
変
り
な
く
実

施
さ
れ
る
）

①
種
類
（
従
来
通
り
実
施
さ
れ
る
）

　
水
稲
う
る
ち
玄
米
、
水
稲
も
ち
玄

米
、
陸
稲
も
ち
玄
米
、
醸
造
用
玄
米

②
銘
柄
（
本
年
か
ら
新
し
く
追
加
さ

　
れ
た
も
の
）

産
地
品
種
柄

※
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
“
新
潟
、
冨
山
、

一
部
改
正

　
石
川
の
各
県
で
生
産
さ
れ
た
も
の

※
越
路
早
生
”
新
潟
、
冨
山
、
石
川

　
の
各
県
で
生
産
さ
れ
た
も
の

※
越
み
の
り
臼
新
潟
県
で
生
産
さ
れ

　
た
も
の

※
越
ひ
び
き
“
新
潟
県
で
生
産
さ
れ

　
た
も
の

以
上
の
四
品
種
が
、
産
地
銘
柄
品
種

と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。

③
規
格
（
従
来
と
変
り
な
く
実
施
さ

　
れ
る
）

夏
期

に
お
け
る

各
種
犯
罪
防
止
に
ご
協
力
を

◎
夏
期
に
お
け
る
防
犯
活
動
の
実
施

　
夏
期
に
お
い
て
は
、
例
年
各
種
犯

罪
や
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
少
鉦
非
行
の
防
止

②
性
犯
罪
の
防
止

　
③
水
死
、
水
難
亭
故
の
防
止

◎
夏
の
変
通
事
故
防
止
の
実
施

①
酒
よ
い
運
転

　
②
無
免
許
運
転

　
③
高
速
暴
走
運
転

　
④
駐
車
違
反

駐
車
や
停
車
等
違
反
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
て
あ
か
る
く
、
た
の
し
い

生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
新
潟
県
警
察
官
募
集

一
、
受
験
資
格

①
年
令

　
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
性
。
た
だ
し
来
春
高
校
卒
業
見

込
み
の
人
に
限
り
昭
和
二
十
七
年
四

月
一
日
ま
で
．

②
学
歴

　
試
験
区
分
A
～
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
卒
業
者
（
含
卒
業
見
込
み
）

に
限
る
。

　
試
験
区
分
B
～
学
歴
に
関
係
あ
り

ま
せ
ん
が
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

心
要
で
す
。

③
依
格
ー
身
長
一
六
〇
怨
以
上
、
胸

囲
は
身
長
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
以

上
。
④
視
力
－
両
眼
と
も
メ
ガ
ネ
を
使
わ

な
い
で
、
お
お
む
ね
○
・
六
以
上
の

視
力
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
メ
ガ
ネ

を
使
わ
な
い
で
視
力
が
○
・
一
以
上

あ
り
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
．
視
力
が
一
・

○
以
上
あ
る
人
は
受
験
で
き
ま
す
。

二
、
受
験
申
し
込
み
期
間

　
昭
和
四
十
四
年
六
月
九
自
（
月
）

か
ら
昭
和
四
十
四
年
八
月
二
十
九
日

（
金
）
ま
で
で
す
。
た
だ
し
や
む
を

得
な
い
人
は
当
日
試
験
場
で
も
受
付

け
ま
す
。

三
、
試
験
期
日
お
よ
び
試
験
地

　
昭
和
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日

　
（
日
）
新
潟
市
、
長
岡
市
、
村
上
市

直
江
湧
而
、
小
出
町
、
佐
和
田
町
の

六
ヵ
所
で
行
な
い
ま
す
。

四
、
そ
の
他

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
警

祭
署
（
派
出
所
や
駐
在
所
で
も
よ

い
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

印
紙
税
法
の
基
本

通
達
が
制
定
さ
る

　
今
度
印
紙
耕
法
の
基
本
通
達
が
制

定
さ
れ
、
七
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昭
和
四

十
二
年
七
月
新
印
紙
税
の
施
行
に
と

も
な
い
、
こ
の
取
り
扱
い
は
暫
定
通

達
に
よ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新

一
法
の
解
釈
ま
た
は
取
り
扱
い
に
間
．
題

の
あ
っ
た
も
の
を
補
整
し
て
、
基
本

通
達
の
制
定
と
な
っ
た
も
の
で
、
根

本
的
に
は
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
疑
間
の
点
が
あ
り
ま
し
た
際
は

関
税
課
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

がん具用危険花火の取り扱い

児童生徒に注意、指導を

青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
ご
ろ
格

別
の
ご
努
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
、
夏
の
訪

す
れ
と
と
も
に
が

ん
具
用
の
花
火
を

楽
し
む
季
節
を
迎

え
ま
し
た
が
、
最

近
市
販
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て

調
査
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
児
童

生
徒
に
は
き
わ
め
て
危
険
と
認
め
ら

れ
る
花
火
が
相
当
数
発
見
さ
れ
、
な

か
に
は
、
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
十
八
才
未
満
の
青

少
年
に
対
す
る
販
売
を
禁
止
さ
れ
て

い
る
花
火
が
、
お
祭
り
の
露
店
を
は

じ
め
、
一
般
の
小
売
店
等
で
販
売
さ

れ
て
い
る
実
状
に
あ
り
ま
す
。
ご
承

知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
花
火
は
危

険
性
が
き
わ
め
て
高
く
、
と
く
に
児

童
、
生
徒
等
は
好
奇
心
か
ら
正
常
の

使
用
法
に
従
が
わ
す
、
こ
れ
を
分
解

す
る
な
ど
し
て
、
も
て
遊
ぶ
傾
向
も

あ
る
た
め
、
人
身
事
故
は
も
と
よ

り
、
火
災
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
取
扱
い
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
す
る
よ
う
、
ご
指
導
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
ま
す
。

表覧火花な険危

名　　　称
　　　　　　　　　　　　　　　　㌧土構　　　　　　　　　　　　旭

機　　能　　　又　　は　　危　　険　　度

◎満　　天　星
　　　1中　共　製1

畿1鋤躍謝贈綴寅購露描慰鱒文宇樋
畝後約3秒で爆発音とともに火羅吹きながバ汁昇し、高度㍑…貌いU隅にエ鈴ると撤しい
厩毅閃光を肌て‘脳材．揖】計か搬縦が抵いたが∫向が運せ煮これを誤っノ湯合
は人体に対する危害はもちろん火災を発†させるおそれがある。

◎飛　行　貝
　　　　中　共　製）

肇鰍lr潔麟う櫻膿躍隷姜掛織憎綴黎綴F
と記入してある。

点火後約5秒で爆発翫ともに火娼を吹粋が’止昇し、約2肋ないし3（圃漣すると激い曝発
音と閃光を発して消滅備トするが、火気が膨ている伊が多い・また打ちあげる際の安定性が
きわめて悪く、方向を誤った場合は人体に対する危害はもちろん火災を発生させるおそれがある・

◎へ工衛生
　　　　日　車　襲1

轟辮1綴講器禦鶉辮あ突麟調僻欝謙撚塁を 鰍後約鍬で火焔を嚇なが橘度約20隅ないし25隅
瞬唇そ岨ま降下するが・金属製姻

を4枚持ちプロベラのごとく激しく回転を伴いまた飛行方向を定めもことが困鰭のため．人体に対
する危害はもちろん火災を発雪．させるおそれがさわめて高・・、

Cムーンジェノター
　　　1目　亭　製1 獺穆號騰1購ξ簗堺1欝糠搬2

フ7ン紙につつまれている。

皇麟誓㍊鑑攣薦認二窪讐餐餐蔚鑛獲鰐灘論瀞i識磐難li
対する危険度1よもちろん火災を発生させるおそれがある。

◎爆　　　　竹
　　　　中　機　製

直径約0．6伽長さ約顔の火薬鰻いかだ」氏に8本ないし28本岨み合わせ鳩ので・赤色

様セ・ファン紙につつまれている・

点火と1口！時に激しい磁発音と閃光を放ち半径約2罰「q方に飛散するため、人体に対する危険度はも

ちろん火災を発生させるおそれがある．

◎全一盤起月
　　　　由　舞　製

直径約1。3伽長さ約8．5α鳴の火鞭の中央‘：幅約0・3㎝果約8・加の漕3竹製の概1『
字に組みあわせ、白文宇で　「金盤起月」　と記入してある。

点火後約3秒で火娼を吹きながら地［を猛烈に1【蝿しブ・後．上昇瞳度細5畦いし2り頑・二即
ると爆発翫閃駐鍬、て．消随し落下する。また発身ける際曝定性が全くないため・飛肪向
を価けることが騰であり、入体に虻ける危険度はもち侃火災を鍛させるおそれがある・

⊂、ア　デ　ロ
　　　円・　鉄　襲

叢騨、機欝、壌劉響醗搬麟齪乏評蕗1鰍色鰻
．’∫雁約3番賛燃を吹勤削）1・昇し、傲約15¶堂いし211麗達すると降｝すゑが降帥燃
焔を吹くため鹸を発終せるおそ鋤・強い．また飛肺醗欄することが蹴・糾・人体に
対する危険度はもちろん火災を発宝さぜるおそれがあo、

C傘　　　　燈
　　　　ヰ・鉄　製、

直径約2，2㎝長さ約1加勲399の円捷願して厚酌2鳳畔…P曝に包ま吋二隅を
紙でふさいである

識繍襯謙漸紙遡魏鴇醜灘響朧麟篇窃腺・糖
の2種あり。）

鰍後齢秒櫓彩に翻、だ火鞭噴ね嬬範2頑射し、約鰍の後に爆賠とともに煙の属を
引いて約20隅ないし30麻L昇し　債一・において爆発と同時に閃光を発して印色落ト傘が放出され、
緑色様咽光を拠，ながノ、降下し勲におべ1脳す励‘発射胴が鞍定であって人伽こ肘る
危害，3もちろん火災を発生きせるおそれがある。

Cマズ汐ヒ・ユウ
　　　　ll　広　製

讐羅撒樵朧襯受塁窮羅禦縫嚢鞭も
クこソーウ」等と記載してある・

螢糎鶴㌍罐矯織箆星講蓬鵬饗謹鐘商騰三飽織鴇lo施
上まて鰍焼を続けるものもある。
款、矧時の胴姻定騒るに困難であ狙か．献に技術腰柘ためノ欄瑚する危険は
もちろん、火災を発生させるおそれが♪）る。

人　　　　箭
　中　舞　製

離黙醐　・5甥長、籍描妄穂驚韻繍灘㌣縮綴1
入し、火繍，‘赤及艶で呈』トに劉緯畝、馬印の醐及舶文字で灰静ROCK
ETFIREWORKSコと記人してある・

辛轄難議欝瀦毎静定奪字饗脇膿職灘乞頒f菱纏
生させるおそれがある。

コ　λ　　　ク
　髪中　共　製・
憂箋軸職窪羅鷺蕊年譲馨艦灘論鷺
し、雲と竜らしき商標がある・

点大後約5秒で火焔を吹きながら上昇し、高度約30凧ないし40購に達して閃光と爆発音を発して落
阿るが．翼が紙質のため．飛行方向が・耀せず．そのため人体に対す碗融も肪ん・火災を

発生させるおそれがある
なお．徽のためか、頂、に達しても爆発しない舞火気餓して地1一に落下するものもある・

空中旅行
　1中　共　製、

夏舗麗錨鋼鰹鶴謝1朧艦繕循黙てr漁TRAV
ELlと記入してある、

警響鑑麗織畿凝瞬塞解o霊：’鴇講萎難縣章昊踊
する危害はもちろん、火災を発生させるおそれがある。

注　◎甲は、眼青少年保護育成条鰍の規定により、青少年に対する賑売を禁止したもの、

昭和44年8月15日とさカ・な（禦畿翻鶉）3）第157号

第
四
チ
ー
ム
四
年
連
続
優
勝

第
十
四
回
村
民
運
動
会

　
去
る
八
月
三
日
、
田
沢
校
グ
ラ
ン
一

ド
に
お
い
て
村
主
催
、
公
民
舘
主
管

の
も
と
に
、
第
十
四
回
村
民
運
動
会

が
、
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
運
動
会
は
、
村
民
の
親
睦
融

和
を
図
り
、
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
心
身
を
き
た
え
、
民

主
的
で
明
朗
な
村
民
の
気
風
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
お
こ
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
．

　
当
日
は
、
前
日
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
良
い
と

は
い
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
開
会
式
に

は
、
田
沢
小
学
校
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
、
入
場
行
進
が
お
こ
な
わ
れ
、
参

欝

集
者
か
ら
万
雷
の
拍
手
を
あ
び
、
昨

年
優
勝
の
第
四
チ
ー
ム
の
選
手
宣
誓

に
よ
っ
て
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

　
な
お
昨
伍
か
ら
村
内
各
商
店
よ
り

賞
品
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
各
競

技
と
も
一
層
の
も
り
あ
が
り
を
み
せ

ま
し
た
。
大
会
総
合
成
績
、
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
村
民
運
動
会
総
合
成
績

優
勝
第
四
チ
ー
ム
（
田
中
、

　
　
　
　
上
山
）

小
原

第
四
位

第
五
位

第
六
位

窮
六
チ
ー
ム
（
高
道
山
、

清
醗
峡
地
区
）

第
五
チ
ー
ム
（
．
干
溝
、
山

崎
、
荒
屋
、
通
り
山
、
桔

硬
原
、
芋
川
新
田
）

第
三
チ
ー
ム
（
芋
沢
、
田

沢
、
東
田
沢
、
豊
里
、
如

来
寺
、
桂
、
藤
原
）

写
真
（
上
）
は
田
沢
小
の
鼓
笛
隊
を
先

頭
に
役
員
、
選
手
の
入
場
行
進
（
中
）

は
パ
ン
く
い
レ
匡
ス
（
下
）
は
ビ
ン
つ

り
レ
ー
ス
の
一
コ
マ

村
内
各
商
店
へ
お
礼

　
　
　
　
　
　
村
民
運
動
会
に
ご
協
力
感
謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　邑　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　邑

　　讐

羅

　　　　　　　　　　　　　　　　簿　　　　　　　　　　　　　篶

礎

　
去
る
八
月
三
日
に
行
な
わ
れ
た
村

民
運
動
会
に
際
し
て
、
村
内
各
商
店

よ
り
多
大
な
る
賞
品
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
、
盛
大
の
う
ち
に
無
事
終
ら
せ

・
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
紙
上

ハ…
に
て
失
礼
で
す
が
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
ご
協
力
い
た
だ
い

た
商
店
及
び
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
。
山
城
屋
商
店
、
中
津
屋
商
店
、

曝簸

聾」誕

照欝　
蝋発

鑛
騰
論
選

和
泉
屋
食
堂
部
、
初
美
屋
商
店
、
山

口
屋
食
肉
店
、
関
屋
商
店
、
松
葉
屋

綿
店
、
田
町
屋
鮮
魚
店
、
カ
ネ
マ
ス

寿
司
、
米
本
ソ
バ
、
大
丸
屋
商
店
、

大
吉
商
店
、
上
村
屋
商
店
、
第
一
酒

造
株
式
会
社
、
碇
屋
金
物
店
、
山
田

屋
酒
店
、
仲
林
薬
局
、
桑
原
モ
ー
タ

ー
ス
、
大
津
屋
商
店
、
マ
ル
ト
鮮
魚

店
、
松
葉
屋
金
物
店
、
佐
藤
モ
ー
タ

ー
ス
、
中
島
時
計
店
、
上
野
屋
、
山

徳
商
店
、
東
京
堂
、
オ
カ
ダ
ヤ
商
店

山
崎
商
会
、
外
山
菓
子
店
、
イ
コ
イ

食
堂
、
山
甚
商
店
、
幸
楽
食
掌
、
福

田
屋
商
店
、
上
原
米
店
、
城
田
薬
店

西
山
写
其
舘
、
正
津
屋
商
店
、
千
原

食
堂
、
都
屋
時
計
店
、
ふ
じ
や
食
堂

広
田
屋
商
店
、
三
愛
肉
店
、
樋
口
電

機
店
、
林
匿
旅
舘
、
岡
村
は
き
も
の

店
、
ヒ
サ
ゴ
．
丸
伊
旅
舘
、
角
屋
食

堂
、
小
林
時
計
店
、
大
島
ゲ
タ
屋
、

　
上
．
原
電
器
、
ダ
ル
マ
ヤ
商
店
、
貴
宝

冨
屋
商
店
、
田
代
屋
商

　
店
、
山
登
屋
商
店
、
魚
フ
ジ
鮮
魚
店

　
店
、
が
訟
曲
春
、
八
騒
屋
商
店
、
盲

　
沢
商
店
、
喜
楽
屋
商
店
、
田
丸
屋
商

中里村体育協会
9・10月の行事計画

の
で
、
練
習
に
参
加
し
て
下
さ
い

翁
間
合
せ
は
体
協
事
務
局
T
E
L
二

三
〇
番
村
山
ま
で
。

窪
九
一

月
、
十
月
の
行
事

を
次
の
通
り
計
画
皿

致
し
ま
し
た
。
試

合
に
参
加
す
る
チ

ー
ム
は
当
日
の
三

日
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

又
体
協
は
学
校
開

放
に
よ
り
、
田
沢

小
中
学
校
の
体
育

舘
を
毎
週
定
日
に

開
放
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
O

〈
行
事
計
画
〉

九
月
七
日
H
村
民
籠
球
、
卓
球
穴
会

田
沢
中
学
校
体
膏
．
舘
午
前
八
時
三
十

分
～
午
後
三
時

十
月
十
九
日
u
村
民
野
球
選
手
権
大

会
兼
体
育
協
会
．
畏
杯
、
田
沢
小
、
中

グ
ラ
ン
ド
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

三
時
十
月
二
十
六
日
糧
村
民
排
球
大
会
兼

母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
田

沢
小
、
中
学
校
体
育
舘
午
前
九
時
～

午
後
三
時

◎
体
育
舘
開
放
日

・
田
沢
中
学
校
　
毎
週
水
曜
、
金
曜

午
後
七
時
～
午
後
九
三
十
分
、
排

　
球
、
籠
球
、
凌
道

一・
田
沢
小
学
校
　
毎
週
火
曜
、
木
曜

午
後
六
時
～
午
後
九
時
三
十
分
、
剣

一
道
・
卓
球

一
（
こ
れ
か
馨
に
参
加
す
宰

p
ム
は
、
佐
協
に
申
込
ん
で
下
さ
い
）

千
手
発
電
所
宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
流
の
お
知
ら
せ

　
午
手
発
電
所
宮
中
取
水
ダ
ム
工
作
一

物
修
繕
工
事
の
た
め
に
、
ダ
ム
か
ら

の
放
流
に
際
し
ま
し
て
は
、
毎
度
御
・

協
刀
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
田
し
上

げ
ま
す
。
本
倖
も
昨
無
度
と
同
様
本

工
事
に
よ
り
ま
し
て
、
当
所
の
取
水

を
停
止
し
て
宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
、

ダ
ム
の
湛
水
量
及
び
自
然
流
鼠
を
い

た
し
ま
す
。

6
こ
れ
か
ら
の
放
流
実
、
捷
斯
、
9
乙

時
間

々
に
放
流
を
実
施
し
ま
す
が
、
特
に

二
十
時
か
ら
二
十
二
時
の
間
は
、
自

然
流
量
と
ダ
ム
湛
水
量
を
放
流
し
ま

す
か
ら
充
分
、
御
注
意
下
さ
い
。
二

十
二
時
以
降
翌
日
四
時
ま
で
は
自
然

流
量
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
時
か
ら
は
当
所
へ
の
取

水
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
放
流
量
は

除
々
に
減
少
し
ま
す
。

　
な
お
、
放
流
開
始
時
刻
は
信
濃
川

自
然
流
量
が
少
な
い
時
渇
水
期
は
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
水
難
防
止
警
報
に
つ
い
て

　
毎
回
放
流
を
開
始
の
際
に
は
、
宮

中
取
水
ダ
ム
に
あ
る
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
ほ
か
、
安
養
寺
、
浅
河
原
、
小

根
岸
、
根
深
、
芋
坂
、
塩
殿
に
設
備
さ

れ
た
水
難
防
止
用
サ
イ
レ
ン
を
順
次

吹
鳴
い
た
し
ま
す
。
ま
た
状
況
に
よ

り
広
報
重
で
当
日
夕
刻
関
係
地
区
に

放
送
で
菊
知
ら
せ
し
ま
す
。

④
八
月
二
十
三
日
二
十
時
か
ら
八

月
二
十
四
円
四
時
ま
で

⑭
八
月
三
十
日
二
十
時
か
ら
八
月

三
＋
一
臼
四
時
ま
で

⑤
九
月
六
臼
二
†
時
か
ら
九
月
七

．
日
四
時
ま
で

㎜
計
圃
期
日
が
変
、
吏
に
な
る
場
合
は
事

．
前
ド
連
絡
い
た
し
ま
す
。

一
⑤
放
銃
曹
麺
一
に
つ
い
て

一
放
流
に
際
し
て
は
｝
卜
流
に
急
泓

｛
な
水
位
変
化
を
与
え
な
い
よ
う
、
除

仲
林
素
司
氏

　
　
四
ケ
年
分
の
報
酬
寄
付

　
こ
の
程
、
学
校
薬
剤
師
仲
林
繋
司

氏
は
、
四
ヵ
年
分
の
報
酬
、
五
万
三

千
四
百
六
十
円
を
何
か
の
役
に
∬
て

て
ほ
し
い
と
、
教
曹
、
委
員
会
に
寄
付

い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ

の
資
金
で
水
質
検
査
機
を
贈
入
し
、

今
後
よ
り
一
闇
の
指
導
を
願
う
こ
と

と
し
た
。


